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コマン ド ラ イン ク イ ッ ク リ フ ァ レンスガイ ド

アーカ イブ と作業フ ァ イルの指定

デ ィ レ クテ ィ ブ

次の表に、 コマン ド ラ インデ ィ レ クテ ィ ブを示し ます。 デ ィ レ クテ ィ ブには、 アーカ イブの作成中にのみ適用さ
れる ものと、 一般の操作中に適用される ものの 2 種類があり ます。 一般の操作中に適用される ものには、 アー
カ イブ作成中にも適用される ものがあり ます。 この 2 種類は、 種類列で AC （アーカ イブ作成） および O （一般
操作） ラベルによ り区別されています。

コマン ド で使用する構文 指定するフ ァ イル形式

file_name フ ァ イル。 Version Manager は、 フ ァ イルがアーカ イブであるか作業フ ァ イルで
あるかを決定し ます。

archive アーカ イブ。

(workfile) 作業フ ァ イル。

archive （workfile）1

1. 特殊文字 （右かっ こや左かっ こなど） を含むフ ァ イル名を コマン ド ラ インイン ターフ ェ イスで使用する場合は、 アーカ イブ
名、 作業フ ァ イル名、 またはパス名の区切り文字と し て定義された文字が、 フ ァ イル名で使用されていないこ と を確認し て く
ださい。 詳細については、 『Serena ChangeMan Version Manager コマン ド ラ イン リ フ ァ レンスガイ ド』 を参照し て く ださ

い。

アーカ イブ と作業フ ァ イルの両方。

［drive:］ path （workfile） 1 有効なアーカ イブのフルパス と作業フ ァ イル名。

デ ィ レクテ ィ ブ 使用する構文 用途 種類

Abort Abort [exit_code] コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルの処理を
すべて停止し ます。

O

AccessControl [No]AccessControl プロジ ェ ク ト がアクセスコ ン ト ロール
データベースを使用するかど うかを指定
し ます。

O

AccessDB AccessDB=file_name [[No]WriteProtect] アクセスコ ン ト ロールデータベースを指
定し ます。

O

AccessList AccessList=[user_id [,user_id...]] アーカ イブにアクセスできるユーザを指
定し ます。

O

Alias Alias name=string_value 文字列をシンボリ ッ ク参照し ます。 O

ArchiveSuffix ArchiveSuffix=suffix_template アーカ イブの拡張子を指定し ます。 AC

ArchiveWork ArchiveWork=[path_name]
NoArchiveWork

アーカ イブのテンポラ リ コ ピーを保存す
るデ ィ レ ク ト リ を指定し ます。

O

AutoCreate [No]AutoCreate PUT コマン ド を使用し て自動的にアーカ
イブを作成し ます。

O

BaseVersion BaseVersion=version_label ブランチの分岐元と なる リ ビジ ョ ンを指
定し ます 。

O

コマン ド ラ イン ク イ ッ ク リ フ ァ レンスガイ ド 5



デ ィ レ クテ ィ ブ
BranchVersion BranchVersion=floating_version ブランチのチ ッ プ リ ビジ ョ ンを指定し ま
す。

O

BranchWarn [No]BranchWarn ブランチを作成する前にユーザに警告を
表示し ます。

O

Case [No]Case=VCSID ユーザ ID で大文字と小文字を区別する
かど うかを指定し ます。

O

CheckLock [No]CheckLock ロ ッ クのチ ェ ッ ク を有効にし ます。 AC

ColumnMask ColumnMask [.ext...]=col_start–col_end 
[(numeric)]...

フ ァ イルの比較時に無視するカ ラムを指
定し ます。

AC

CommentPrefix CommentPrefix [.ext...]=string $Log$ キーワー ド展開時に行の前に挿入
する コ メ ン ト 文字列を定義し ます。

AC

Compress [No]Compress [.ext...] アーカ イブ全体を圧縮し ます。 AC

CompressDelta [No]CompressDelta [.ext...] デルタのみを圧縮し ます。 AC

CompressWork 
Image

[No]CompressWorkImage [.ext...] 作業フ ァ イルコ ピーのみを圧縮し ます。 AC

CtrlZ [No]CtrlZ Ctrl+Z の後の文字を無視し ます。 O

DateFormat DateFormat=mm/dd/yy hh/mm/ss 日付の入力形式を指定し ます。 O

DefaultVersion DefaultVersion=ver_label リ ビジ ョ ンが指定されていない場合に使
用する リ ビジ ョ ンを指定し ます。

O

DeleteMessageFile [No]DeleteMessageFile メ ッ セージフ ァ イルを読んだ後に削除し
ます。

O

DeleteWork DeleteWork
NoDeleteWork [No]WriteProtect

作業フ ァ イルを保存後に削除し ます。 O

Delta Delete Delta Delete "format string" デルタ フ ァ イルに Insert コマン ドの構文
を定義し ます。

O

Delta Insert Delta Insert "format string" デルタ フ ァ イルに Insert コマン ドの構文
を定義し ます。

O

Delta Replace Delta Replace "format string" デルタ フ ァ イルに Replace コマン ドの構
文を定義し ます。

O

Delta Seq Delta Seq start–end | COBOL 連番に基づいてデルタ コマン ド を生成し
ます。

O

Diagnostic Diagnostic=code 診断機能を選択し ます。 code の可能性
のある値は以下のとおり です。

1 コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルの 
各行を表示し ます。

2 内部エラーを表示し ます。

4 版権とバージ ョ ンの表示 / 非表示を切
り替えます。

500 アーカ イブの所有者、 アクセス情
報、 ユーザ ID、 権限を表示し ます。

O

Disallow Disallow=directive... ユーザがデ ィ レ クテ ィ ブを変更する こ と
を禁止し ます。

O

Echo Echo=message メ ッ セージを表示し ます。 O

End End このコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルの処
理をすべて停止し ます。

O

デ ィ レクテ ィ ブ 使用する構文 用途 種類
6 Serena® ChangeMan® Version Manager™ 8.1.2



デ ィ レ クテ ィ ブ
EndMaster EndMaster フ ァ イルの一部をマス ターコ ン フ ィ グ
レーシ ョ ン フ ァ イルと し て取り扱うのを
中止し ます。

O

EventTrigger EventTrigger=event_name 
[event_trigger_info]

Version Manager イベン ト の前または後
に、 命令を実行し ます。

O

ExclusiveLock [No]ExclusiveLock アーカ イブ内の複数のリ ビジ ョ ンのロ ッ
ク を禁止し ます。

AC

Expand Keywords [No]ExpandKeywords [.ext...] リ ビジ ョ ンを保存する と きにキーワー ド
を展開し ます。

AC

Expand Keywords 
Touch

ExpandKeywords [No]Touch キーワー ドの展開時にタ イムス タ ンプを
更新し ます。

O

FirstMatch FirstMatch ワイルド カー ドの解釈方法を指定し ます。 O

ForceUnlock [No]ForceUnlock 変更されていないリ ビジ ョ ンを保存する
場合にロ ッ ク を解除し、 作業フ ァ イルを
削除し ます。

O

GenerateDelta [No]GenerateDelta [.ext ...] 指定した拡張子を使って、 作業フ ァ イル
のデルタ生成を コ ン ト ロールし ます。

AC

IgnorePath [No]IgnorePath アーカ イブを検索する と きに作業フ ァ イ
ルのパスを無視し ます。

O

Include Include configuration_file 別のコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを読
み込みます。

O

Journal Journal=[path_name] [journal_file] アーカ イブの変更に関する監査証跡を記
録し ます。

O

LogIn LogIn source[(default privilege 
[,...])[,...]

ユーザ ID ソースを指定し ます。 O

MessageSuffix Messagesuffix=suffix_template メ ッ セージフ ァ イルの拡張子を指定し ま
す。

O

MonthNames MonthNames=m1 m2 m3 m4 m5 m6 m7 m8 m9 m10 
m11 m12 am pm

月および a.m./p.m. に別名を指定し ま
す。

O

MultiLock MultiLock [revision | user]NoMultiLock 複数のリ ビジ ョ ンをロ ッ クする こ と、 あ
るいは各リ ビジ ョ ンを 2 回以上ロ ッ クす
る こ と を許可し ます。

O

NewLine NewLine [.ext...]=string $Log$ キーワー ドの展開時に、 行の終わ
り （EOL） 標識を変更し ます。

AC

Owner Owner=user_id アーカ イブの所有権を割り当てます。 AC

PathSeparator PathSeparator=¥ | / キーワー ドの展開に使用されるパス区切
り文字を変更し ます。

O

Promote Promote from_group to_group プロモーシ ョ ン階層を指定し ます。 O

Quiet Quiet | Verbose 小限のメ ッ セージだけを表示し ます。 O

RecordLength RecordLength [.ext...]=record_length 論理レ コー ド長を指定し ます。 AC

ReferenceDir ReferenceDir= [keyword...] [directory] チ ッ プ リ ビジ ョ ンのコ ピーが自動的に保
存されるデ ィ レ ク ト リ を指定し ます。

O

Renumber Renumber [.ext...]=
col_start–col_end [from start by num] 

マスク されたカ ラムに番号を付け直し ま
す。

AC

デ ィ レクテ ィ ブ 使用する構文 用途 種類
コマン ド ラ イン ク イ ッ ク リ フ ァ レンスガイ ド 7



FILT コマン ド
FILT コマン ド

filt [option...] [input_file|–] [output_file]

RFSSplitOnCreate RFSSplitOnCreate | NoRFSSplitOnCreate アーカ イブが Version Manager File 
Server にマ ッ プ されている場合、 アーカ
イブを メ タデータ と リ ビジ ョ ンデータに
分割し ます。

AC

Semaphore [No]Semaphore [local] [network] = 
[semaphore_type]

共有アーカ イブに排他的にアクセスでき
るよ う にし ます。

O

SemaphoreDelay SemaphoreDelay=number アーカ イブにアクセスする と きのリ ト ラ
イ間隔を指定し ます。

O

SemaphoreDir SempahoreDir=path セマフ ォ フ ァ イルが作成されるデ ィ レ ク
ト リ を指定し ます。

O

SemaphoreRetry SemaphoreRetry=number アーカ イブにアクセスを試みる回数を指
定し ます。

O

SemSuffix SemSuffix=suffix_template セマフ ォ フ ァ イルに使用される拡張子を
指定し ます。

O

SignOn [No]SignOn 版権とバージ ョ ン情報を表示し ます。 O

Translate [No]Translate [.ext...] EOL シーケンスを変換し ます。 AC

VCSDir VCSDir=[;]dir [(ref_dir)]... アーカ イブが保存されるデ ィ レ ク ト リ を
指定し ます。

O

VCSEdit VCSEdit=editor_command
[editor_option...] $temp_file$

コ メ ン ト の入力に使用するテキス ト エ
デ ィ タ を指定し ます。

O

VCSID VCSID=user_id 現在のユーザ ID を指定し ます。 O

WorkDir WorkDir=path_name テンポラ リ フ ァ イルのデ ィ レ ク ト リ を指
定し ます。

O

WriteProtect [No]WriteProtect アーカ イブを読み取り専用フ ァ イルにし
ます。

AC

デ ィ レクテ ィ ブ 使用する構文 用途 種類

オプシ ョ ン 使用する構文 用途

–c フ ィ ルタキーの大文字と小文字を区別し ます。

–e –ex フ ィ ルタ コ ン ト ロールを行う エスケープ文字 x を定義し ます。 デフ ォル ト の
エスケープ文字は % です。

–k –kkey[,key...] true の値を割り当てる 1 つ以上のキーを指定し ます。

–p –pcolumn エスケープ文字が現れるカ ラムを指定し ます。 デフ ォル ト は 1 カ ラム目で
す。

–v すべての環境変数を フ ィ ルタキーと し て定義し ます。
8 Serena® ChangeMan® Version Manager™ 8.1.2



GET コマン ド
GET コマン ド

get [option...] file_name...

オプシ ョ ン 使用する構文 用途

@ @[list_file] 追加コマン ド ラ インオプシ ョ ン用に list_file 
を読み込みます。

–# –#code 診断機能を選択し ます。 code の可能性のある値は以
下のとおり です。

1 コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルの各行を、
処理する と きに 表示し ます。

2 内部エラーを表示し ます。
4 版権とバージ ョ ンの表示 / 非表示を切り替えます。
500アーカ イブの所有者、 アクセス情報、 ユーザ ID、

権限を表示し ます。

–c –c[– | configuration_file | 
directory_name]

代替コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルのフ ァ イル名また
は場所を指定し ます。

–d –ddate/time date/time 以前またはその日にチ ェ ッ ク イン され
た 新のリ ビジ ョ ンをチ ェ ッ クアウ ト し ます。

–g –gpromotion_group プロモーシ ョ ングループによ って リ ビジ ョ ンをチ ェ ッ
クアウ ト し ます。

–h コマン ド ラ インオプシ ョ ンのヘルプを表示し ます。

–l –l[revision_number | version_label | 
promotion_group]

現在のユーザ ID で リ ビジ ョ ンをロ ッ ク し ます。

–n 既存の作業フ ァ イルを上書き し ません。

–p 作業フ ァ イルを作成する代わりに出力結果を表示し ま
す。

–q サイレン ト モー ド を選択し、 作業フ ァ イルを上書き し
ます。

–qo サイレン ト モー ド を選択し、 作業フ ァ イル上書きの許
可を求めます。

–qn サイレン ト モー ド を選択し、 既存の作業フ ァ イルを上
書き し ません。

–r –r[revision_number | version_label | 
promotion_group]

チ ッ プ リ ビジ ョ ンをチ ェ ッ クアウ ト するか、 リ ビジ ョ
ン番号またはバージ ョ ンラベルでチ ェ ッ クアウ ト する
バージ ョ ンを指定し ます。

–s –ssuffix_template 代替拡張子テンプレー ト を指定し ます。

–t –t[revision_number | version_label | 
promotion_group]

現在のタ イムス タ ンプをチ ェ ッ クアウ ト したフ ァ イル
に割り当てます。

–u –u[date/time] 変更時間が既存の作業フ ァ イルよ り新しい、 または日
付 / 時間よ り新しい場合にのみリ ビジ ョ ンをチ ェ ッ ク
アウ ト し ます。

–v –vversion_label バージ ョ ンをチ ェ ッ クアウ ト し ます。

–w –w[revision_number | version_label | 
promo_group]

書き込み可能な作業フ ァ イルをチ ェ ッ クアウ ト し ま
す。

–xe –xefile_name file_name にエラーメ ッ セージを リ ダイ レ ク ト し
ます。

–xo –xofile_name 標準出力を file_name にリ ダイレ ク ト し ます。
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グループ定義
グループ定義

group [=] group_name [(privilege...)] [:] [member...]

IDENT コマン ド

ident [option...] [file_name...]

キーワー ド

–xo+e –xo+efile_name 標準出力と エラーメ ッ セージを file_name にリ ダ
イレ ク ト し ます。

–xrenumber –xrenumber=col_start–col_end 
[from start by number]

マスク されたカ ラムに番号を付け直し ます。

–y すべてのプロンプ ト に対し て、 自動的に yes で応答
し ます。

オプシ ョ ン 使用する構文 用途

オプシ ョ ン 使用する構文 用途

@ @[list_file] 追加コマン ド ラ インオプシ ョ ン用に list_file を読み込みま
す。

–h コマン ド ラ インオプシ ョ ンのヘルプを表示し ます。

–xo –xofile_name 標準出力を file_name にリ ダイレ ク ト し ます。

キーワード 参照

$Archive$ アーカ イブの完全なパス名。

$Author$ リ ビジ ョ ンの作成者のユーザ ID。

$Date$ リ ビジ ョ ンのチ ェ ッ ク イン日付。

$Header$ アーカ イブ名、 リ ビジ ョ ン番号、 リ ビジ ョ ンの日付、 および作成者のユーザ ID。

$Log$ これまでのすべてのチ ェ ッ ク イン メ ッ セージ。

$Modtime$ 終更新時刻。

$Revision$ リ ビジ ョ ン番号。

$Workfile$ 作業フ ァ イルの名前。
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MAKEDB コマン ド
MAKEDB コマン ド

makedb [option...] [file_name...]

PRINTENV コマン ド

printenv [variable...]

権限の定義

privilege [=] privilege_name:component[,component...] 
[:promo_group[,promo_group...]]

オプシ ョ ン 使用する構文 用途

@ @[list_file] 追加コマン ド ラ インオプシ ョ ン用に list_file を読み込み
ます。

–# –#code 診断機能を選択し ます。 code の可能性のある値は以下のとお
り です。

1 コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルの各行を、
処理する と きに表示し ます。

2 内部エラーを表示し ます。
4 版権とバージ ョ ンの表示 / 非表示を切り替えます。
500 アーカ イブの所有者、 アクセス情報、 ユーザ ID、 権限を表
示し ます。

–a –adatabase_name 作成するアクセスコ ン ト ロールデータベースの名前を指定し ま
す。

–c –c[– | configuration_file | 
directory_name]

代替コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルのフ ァ イル名または場所を指
定し ます。

–h コマン ド ラ インオプシ ョ ンのヘルプを表示し ます。

–i デフ ォル ト で SuperUser 権限が割り当てられる追加 Admin 
ユーザでアクセスコ ン ト ロールデータベースを作成し ます。

–q 警告メ ッ セージおよび版権とバージ ョ ンを非表示にし ます。

–v アクセスコ ン ト ロールデータベースが構築される際に各レ コー ド
を表示し ます。

–xe –xefile_name file_name にエラーメ ッ セージを リ ダイレ ク ト し ます。

–xo –xofile_name 標準出力を file_name にリ ダイレ ク ト し ます。

–xo+e –xo+efile_name 標準出力と エラーメ ッ セージを file_name にリ ダイレ ク ト し
ます。
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権限 （ベース）
権限 （ベース）

ベース権限 使用する構文 ユーザに許可される機能

AddGroup [No]AddGroup リ ビジ ョ ンにプロモーシ ョ ングループを割り当てます。

AddVersion [No]AddVersion バージ ョ ンラベルを割り当てます。

BreakLock [No]BreakLock リ ビジ ョ ンのロ ッ ク を解除し ます。

ChangeAccessList [No]ChangeAccessList アーカ イブにアクセスできるユーザを指定し ます。

ChangeCommentDelimiter [No]ChangeCommentDelimiter コ メ ン ト 接頭辞を変更し ます。

ChangeOwner [No]ChangeOwner アーカ イブの所有者を変更し ます。

ChangeProtection [No]ChangeProtection アーカ イブの属性を変更し ます。

ChangeWorkfileName [No]ChangeWorkfileName 作業フ ァ イルの名前を変更し ます。

DeleteGroup [No]DeleteGroup リ ビジ ョ ンからプロモーシ ョ ングループを削除し ます。

DeleteRevNonTip [No]DeleteRevNonTip リ ビジ ョ ンを削除し ます。

DeleteRevTip [No]DeleteRevTip チ ッ プ リ ビジ ョ ンを削除し ます。

DeleteVersion [No]DeleteVersion バージ ョ ンラベルを削除し ます。

GetNonTip [No]GetNonTip チ ッ プ以外のリ ビジ ョ ンをチ ェ ッ クアウ ト し ます。

GetTip [No]GetTip チ ッ プ リ ビジ ョ ンをチ ェ ッ クアウ ト し ます。

InitArchive [No]InitArchive アーカ イブを作成し ます。

JournalReport [No]JournalReport アーカ イブに対するすべての変更履歴を表示し ます。

LockNonTip [No]LockNonTip チ ッ プ以外のリ ビジ ョ ンをロ ッ ク し ます。

LockTip [No]LockTip チ ッ プ リ ビジ ョ ンをロ ッ ク し ます。

ModifyChangeDescription [No]ModifyChangeDescription 変更コ メ ン ト を編集し ます。

ModifyGroup [No]ModifyGroup プロモーシ ョ ングループを削除 / 移動し ます。

ModifyVersion [No]ModifyVersion バージ ョ ンラベルを変更し ます。

ModifyWorkfileDescription [No]ModifyWorkfileDescription 作業フ ァ イルのコ メ ン ト を編集し ます。

Promote [No]Promote リ ビジ ョ ンをプロモー ト し ます。

PutBranch [No]PutBranch ブラ ンチ リ ビジ ョ ンを保存し ます。

PutTrunk [No]PutTrunk ト ラ ン ク リ ビジ ョ ンを保存し ます。

StartBranch [No]StartBranch ブラ ンチを開始し ます。

Unlock （ロ ッ ク解除） [No]Unlock ロ ッ ク を解除し ます。

ViewAccessDB [No]ViewAccessDB アクセスコ ン ト ロールデータベースを表示し ます。

ViewArchiveHeader [No]ViewArchiveHeader アーカ イブヘッ ダ情報を表示し ます。

ViewArchiveRev [No]ViewArchiveRev リ ビジ ョ ン履歴を表示し ます。
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権限 （コ ンポジ ッ ト ）
権限 （コ ンポジ ッ ト ）

権限セ ッ ト

使用するコンポジ ッ ト権限 使用する構文 ベース権限の指定方法

DeleteRev [No]DeleteRev DeleteRevNonTip
DeleteRevTip

Get [No]Get GetNonTip
GetTip

Lock （ロ ッ ク） [No]Lock LockNonTip
LockTip

ModifyDescription [No]ModifyDescription ModifyChangeDescription
ModifyWorkfileDescription

Put [No]Put PutBranch
PutTrunk

ViewArchive [No]ViewArchive ViewArchiveHeader
ViewArchiveRev

使用する権限セッ ト 指定する権限

SuperUser 全アーカ イブに対する全ベース権限。

Unlimited アクセス可能なアーカ イブに対する全ベース権限。

プロジ ェ ク ト リーダ 「チ ッ プ リ ビジ ョ ンのロ ッ ク」、 「チ ッ プ以外のリ ビジ ョ ンのロ ッ ク」、 「ロ ッ ク解除」、 「チ ッ プ リ ビ
ジ ョ ンのチ ェ ッ クアウ ト 」、 「チ ッ プ以外のリ ビジ ョ ンのチ ェ ッ クアウ ト 」、 「 ト ラン クへのチ ェ ッ ク イ
ン」、 「ブラ ンチへのチ ェ ッ ク イン」、 「ブラ ンチの作成」、 「アーカ イブアクセス リ ス ト の変更」、 「アー
カ イブ所有者の変更」、 「アーカ イブ属性の変更」、 「コ メ ン ト 区切り文字の変更」、 「バージ ョ ン管理
フ ァ イル名の変更」、 「作業フ ァ イルのコ メ ン ト の変更」、 「変更コ メ ン ト の変更」、 「バージ ョ ン ラベル
の割り当て」、 「バージ ョ ン ラベルの削除」、 「バージ ョ ン ラベルの変更」、 「アーカ イブの作成」、 「チ ッ
プ リ ビジ ョ ンの削除」、 「チ ッ プ以外のリ ビジ ョ ンの削除」、 「アーカ イブヘッ ダの表示」、 「リ ビジ ョ ン
の表示」、 「次のグループへのプロモー ト 」、 「プロモーシ ョ ングループの割り当て」、 「プロモーシ ョ ン
グループの変更」、 「プロモーシ ョ ングループの削除」、 「プロジ ェ ク ト の作成」、 「プロジ ェ ク ト の変
更」、 「プロジ ェ ク ト の削除」、 「プロジ ェ ク ト のコ ピー」、 「バージ ョ ン管理フ ァ イルの追加および削
除」、 「プロジ ェ ク ト の設定」、 「セキュ リ テ ィ の設定」、 および 「ジャーナルの表示」。

開発 「プロジ ェ ク ト リーダ」 権限セ ッ ト から、 「プロジ ェ ク ト の作成」、 「プロジ ェ ク ト の設定」、 「プロジ ェ
ク ト のコ ピー」、 「プロジ ェ ク ト の削除」、 「バージ ョ ン管理フ ァ イルの追加」、 「バージ ョ ン管理フ ァ イ
ルの削除」、 「プロジ ェ ク ト の変更」、 「セキュ リ テ ィ の設定」 を除いたもの。

ドキュ メ ン ト 「品質保証」 権限セ ッ ト および、 「チ ッ プ リ ビジ ョ ンのロ ッ ク」、 「チ ッ プ以外のリ ビジ ョ ンのロ ッ ク」、
「ロ ッ ク解除」、 「チ ッ プ リ ビジ ョ ンのチ ェ ッ クアウ ト 」、 「チ ッ プ以外のリ ビジ ョ ンのチ ェ ッ クアウ
ト 」、 「チ ッ プ リ ビジ ョ ンのチ ェ ッ ク イン」、 「ブランチのチ ェ ッ ク イン」、 「アーカ イブの作成」

品質保証 「サポー ト 」 権限セ ッ ト および 「バージ ョ ンラベルの割り当て」、 「バージ ョ ンラベルの削除」、 「バー
ジ ョ ン ラベルの変更」、 「次のグループへのプロモー ト 」、 「プロモーシ ョ ングループの割り当て」、 「プ
ロモーシ ョ ングループの変更」、 「プロモーシ ョ ングループの削除」。

サポー ト 「アーカ イブヘッ ダの表示」、 「リ ビジ ョ ンの表示」、 「ジャーナルの表示」。
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PUT コマン ド
PUT コマン ド

put [option...] file_name...

オプシ ョ ン 使用する構文 用途

@ @[list_file] 追加コマン ド ラ インオプシ ョ ン用に list_file を
読み込みます。

–# –#code 診断機能を選択し ます。 code の可能性のある値は以
下のとおり です。

1 コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルの各行を、
処理する と きに表示し ます。

2 内部エラーを表示し ます。
4 版権とバージ ョ ンの表示 / 非表示を切り替えます。
500 アーカ イブの所有者、 アクセス情報、 ユーザ 
ID、 権限を表示し ます。

–a –a[user_id[,user_id...]] アーカ イブの作成時にアクセス リ ス ト を指定し ます。

–b リ ビジ ョ ンの比較時に先行または後続の空白を無視し
ます。

–c –c[– | configuration_file | 
directory_name]

代替コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルのフ ァ イル名また
は場所を指定し ます。

–f 以前のリ ビジ ョ ン と同じであった場合でも リ ビジ ョ ン
を保存し ます。

–fb ロ ッ ク された リ ビジ ョ ンがチ ッ プであった場合でも、
ブランチ と して リ ビジ ョ ンを保存し ます。

–g –gpromotion_group プロモーシ ョ ングループによ って リ ビジ ョ ンを保存し
ます。

–h コマン ド ラ インオプシ ョ ンのヘルプを表示し ます。

–l リ ビジ ョ ンを保存した後、 ロ ッ ク し てすぐにチ ェ ッ ク
アウ ト し ます。

–m –mtext コマン ド ラ インから変更コ メ ン ト を指定し ます。

–m@file_name file_name から変更コ メ ン ト を読み取り ます。

–m@ 作業フ ァ イル名から派生された名前を持つフ ァ イルか
ら変更コ メ ン ト を読み取り ます。

–m@dir 作業フ ァ イル名から派生された名前を持ち、 dir に
ある フ ァ イルから変更コ メ ン ト を読み取り ます。

–n すべてのプロンプ ト に対し て、 自動的に no で応答し
ます。

–q サイレン ト モー ド を選択し、 すべてのプロンプ ト に対
して、 自動的に yes で応答し ます。

–qo サイレン ト モー ド を選択し ます。

–r –r[revision_number | version_label | 
promo_group] 

指定された リ ビジ ョ ン番号で リ ビジ ョ ンを保存し ま
す。

–s –ssuffix_template 代替拡張子テンプレー ト を指定し ます。
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READDB コマン ド
READDB コマン ド

readdb [option...]

–t –ttext コマン ド ラ インから作業フ ァ イルのコ メ ン ト を指定し
ます。

–t@file_name file_name から作業フ ァ イルのコ メ ン ト を読み取
り ます。

–t@ 作業フ ァ イル名から派生された名前を持つフ ァ イルか
ら作業フ ァ イルのコ メ ン ト を読み取り ます。

–t@dir 作業フ ァ イル名から派生された名前を持ち、 dir に
ある フ ァ イルから作業フ ァ イルのコ メ ン ト を読み取り
ます。

–u リ ビジ ョ ンを保存した後、 ロ ッ クせずにすぐチ ェ ッ ク
アウ ト し ます。

–v –vversion_label 指定されたバージ ョ ン ラベルで リ ビジ ョ ンを保存し ま
す。

–vfloating_version:* 関連付けられている浮動バージ ョ ン ラベルで リ ビジ ョ
ンを保存し ます。

–xcolumnmask –xcolumnmask="start_end [(numeric)]..." 変更情報の生成時に無視する列を指定し ます。

–xe –xefile_name file_name にエラー メ ッ セージを リ ダイレ ク ト し
ます。

–xo –xofile_name 標準出力を file_name にリ ダイレ ク ト し ます。

–xo+e –xo+efile_name 標準出力と エラーメ ッ セージを file_name にリ ダ
イレ ク ト し ます。

–xrecordlength –xrecordlength= record_length 作業フ ァ イルのレ コー ド長を変更し ます。

–y すべてのプロンプ ト に対し て、 自動的に yes で応答
し ます。

オプシ ョ ン 使用する構文 用途

オプシ ョ ン 使用する構文 用途

@ @[list_file] 追加コマン ド ラ インオプシ ョ ン用に list_file を読み込み
ます。

–# –#code 診断機能を選択し ます。 code の可能性のある値は以下のとおり
です。

1 コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルの各行を、 処理する と きに表
示し ます。

2 内部エラーを表示し ます。

4 版権とバージ ョ ンの表示 / 非表示を切り替えます。

500 アーカ イブの所有者、 アクセス情報、 ユーザ ID、 権限を表
示し ます。

–a –adatabase_name アクセスコ ン ト ロールデータベースの名前を指定し ます。

–c –c[– | configuration_file | 
directory_name]

代替コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルのフ ァ イル名または場所を指
定し ます。

–h コマン ド ラ インオプシ ョ ンのヘルプを表示し ます。

–p 現在のユーザのパスワー ド を表示し ます。
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REGEN コマン ド
REGEN コマン ド

regen [option...] reference_file delta_file [> target_file]

リ ビジ ョ ン範囲の指定

–xe –xefile_name file_name にエラー メ ッ セージを リ ダイレ ク ト し ます。

–xo –xofile_name 標準出力を file_name にリ ダイレ ク ト し ます。

–xo+e –xo+efile_name 標準出力と エラー メ ッ セージを file_name にリ ダイレ ク ト し
ます。

オプシ ョ ン 使用する構文 用途

オプシ ョ ン 使用する構文 用途

@ @[list_file] 追加コマン ド ラ インオプシ ョ ン用に list_file を読み込み
ます。

–# –#code 診断機能を選択し ます。 code の可能性のある値は以下のとお
り です。

1 コ ン フ ィ グレーシ ョ ンフ ァ イルの各行を、 処理する と きに表
示し ます。

2 内部エラーを表示し ます。

4 版権とバージ ョ ンの表示 / 非表示を切り替えます。

500 アーカ イブの所有者、 アクセス情報、 ユーザ ID、 権限を
表示し ます。

–h コマン ド ラ インオプシ ョ ンのヘルプを表示し ます。

–xe –xefile_name file_name にエラーメ ッ セージを リ ダイレ ク ト し ます。

–xo –xofile_name 標準出力を file_name にリ ダイレ ク ト し ます。

–xo+e –xo+efile_name 標準出力と エラーメ ッ セージを file_name にリ ダイレ ク ト
し ます。

使用する構文 選択する範囲

* リ ビジ ョ ン このブランチ上の、 このリ ビジ ョ ン とそれまでのすべてのリ ビジ ョ ン。

revision* 同じ ブランチ上の、 指定した リ ビジ ョ ン とそれに続 く すべてのリ ビジ ョ ン。

rev*rev 同じ ブランチ上の、 指定した範囲内のすべてのリ ビジ ョ ン （両端のリ ビジ ョ ンを含む）。

ブランチ 指定したブランチ上のすべてのリ ビジ ョ ン。

* すべての ト ラン ク リ ビジ ョ ン。
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RSE コマン ド
RSE コマン ド

rse command [> output_file]

ユーザ定義

user [=] user_id[/password] [(privilege...)] [–d date_range]

VCOMPRES コマン ド

vcompres [option...] file_name... 

オプシ ョ ン 使用する構文 用途

@ @[list_file] 追加コマン ド ラ インオプシ ョ ン用に list_file を
読み込みます。

–# –#code 診断機能を選択し ます。 code の可能性のある値は以
下のとおり です。

1 コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルの各行を、
処理する と きに表示し ます。

2 内部エラーを表示し ます。
4 版権とバージ ョ ンの表示 / 非表示を切り替えます。
500 アーカ イブの所有者、 アクセス情報、 ユーザ ID、
権限を表示し ます。

–c –c[– | configuration_file | 
directory_name]

代替コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルのフ ァ イル名また
は場所を指定し ます。

–d デルタのみの圧縮または解凍を行います。

–h コマン ド ラ インオプシ ョ ンのヘルプを表示し ます。

–q サイレン ト モー ド を選択し ます。

–u データ を圧縮解除し ます。

–w 作業イ メ ージのみの圧縮または解凍を行います。

–xe –xefile_name file_name にエラーメ ッ セージを リ ダイレ ク ト し ま
す。

–xo –xofile_name 標準出力を file_name にリ ダイ レ ク ト し ます。

–xo+e –xo+efile_name 標準出力と エラーメ ッ セージを file_name にリ ダ
イレ ク ト し ます。
コマン ド ラ イン ク イ ッ ク リ フ ァ レンスガイ ド 17



VCONFIG コマン ド
VCONFIG コマン ド

vconfig [option...] file_name...

オプシ ョ ン 使用する構文 用途

@ @[list_file] 追加コマン ド ラ インオプシ ョ ン用に list_file 
を読み込みます。

–# –#code 診断機能を選択し ます。 code の可能性のある値
は以下のとおり です。

1 コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルの各行を、
処理する と きに表示し ます。

2 内部エラーを表示し ます。
4 版権とバージ ョ ンの表示 / 非表示を切り替えま
す。
500アーカ イブの所有者、 アクセス情報、 ユーザ
ID、 権限を表示し ます。

–a –a[database_name] アクセスコ ン ト ロールデータベースの名前と格納
場所を埋め込みます。

–c –c[file_name] マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルの名前を
埋め込みます。

–h コマン ド ラ インオプシ ョ ンのヘルプを表示し ます。

–i –i[source[,source...]] ユーザ ID ソースを埋め込みます。

–l このオプシ ョ ンを使用し て、 国際化対応言語を指
定し ます （利用できない場合あり）。

–pl または –pm DLL フ ァ イルでロケールまたはメ ッ セージパスを
指定し ます。

–q サイレン ト モー ド を選択し ます。

–sn または –sy セキュ リ テ ィ モー ド またはセキュ リ テ ィ 対象外
モー ド を指定し ます。

–u 実行フ ァ イルから埋め込んだ名前を削除し ます。

–xe –xefile_name file_name にエラーメ ッ セージを リ ダイレ ク ト
し ます。

–xo –xofile_name 標準出力を file_name にリ ダイ レ ク ト し ます。

–xo+e –xo+efile_name 標準出力と エラーメ ッ セージを file_name に
リ ダイ レ ク ト し ます。
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VCS コマン ド
VCS コマン ド

vcs [option...] file_name...

オプシ ョ ン 使用する構文 用途

@ @[list_file] 追加コマン ド ラ インオプシ ョ ン用に 
list_file を読み込みます。

–# –#code 診断機能を選択し ます。 code の可能性のある値
は以下のとおり です。

1 コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルの各行を、
処理する と きに 表示し ます。

2 内部エラーを表示し ます。
4 版権とバージ ョ ンの表示 / 非表示を切り替えま
す。
500 アーカ イブの所有者、 アクセス情報、 ユーザ 
ID、 権限を表示し ます。

–a –a[user_id[,user_id...]] アクセス リ ス ト にユーザ ID を追加し ます。

–c –c[– | configuration_file | 
directory_name]

代替コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルのフ ァ イル名
または場所を指定し ます。

–ec –ecstring $Log$ キーワー ド展開時に、 string で指定し
たコ メ ン ト 接頭辞を使用し ます。

–en –enstring $Log$ キーワー ド展開時に、 string で指定し
た改行シーケンスを使用し ます。

–g –gpromotion_group:revision_number | 
:version_label

promotion_group に 1 つ以上のリ ビジ ョ ン
を関連付けます。

–gpromotion_group:delete リ ビジ ョ ン と プロモーシ ョ ングループ間の関連を
削除し ます。

–h コマン ド ラ インオプシ ョ ンのヘルプを表示し ま
す。

–i リ ビジ ョ ンを含まないアーカ イブを作成し ます。

–l –l[revision_number | version_label | 
promo_group]

リ ビジ ョ ンのロ ッ ク。

–m –mtext コマン ド ラ インから変更コ メ ン ト を指定し ます。

–m@file_name file_name から変更コ メ ン ト を読み取り ます。

–m@ 作業フ ァ イル名から計算された名前を持つフ ァ イ
ルから変更コ メ ン ト を読み取り ます。

–m@directory 作業フ ァ イル名から派生された名前を持ち、
directory にある フ ァ イルから変更コ メ ン ト
を読み取り ます。

–n すべてのプロンプ ト に対し て、 自動的に no で応
答し ます。

–o –ouser_id アーカ イブの所有者を変更し ます。

pc +pc | –pc 作業フ ァ イルイ メ ージの圧縮を有効 （+） または
無効 （–） にし ます。

pd +pd | –pd デルタの圧縮を有効 （+） または無効 （–） にし
ます。

pe +pe | –pe 排他ロ ッ ク を有効 （+） または無効 （–） にし ま
す。
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VCS コマン ド
pg +pg | –pg デルタの生成を有効 （+） または無効 （–） にし
ます。

pk +pk | –pk キーワー ド展開を有効 （+） または無効 （–） に
し ます。

pl +pl | –pl ロ ッ クのチ ェ ッ ク を有効 （+） または無効 （–）
にし ます。

pt +pt | –pt フ ァ イル変換を有効 （+） または無効 （–） にし
ます。

pw +pw | –pw アーカ イブの書き込み保護を有効 （+） または無
効 （–） にし ます。

–q サイレン ト モー ド を選択し、 すべてのプロンプ ト
に対し て、 自動的に yes で応答し ます。

–qo サイレン ト モー ド を選択し ます。

–qn サイレン ト モー ド を選択し、 すべてのプロンプ ト
に対し て、 自動的に no で応答し ます。

–r –r[revision_number] VCS オペレーシ ョ ンのリ ビジ ョ ンを選択し ます。

–s –ssuffix_template 代替拡張子テンプレー ト を指定し ます。

–t –ttext コマン ド ラ インから作業フ ァ イルのコ メ ン ト を指
定し ます。

–t@file_name file_name から作業フ ァ イルのコ メ ン ト を読
み取り ます。

–t@ 作業フ ァ イル名から派生された名前を持つフ ァ イ
ルから作業フ ァ イルのコ メ ン ト を読み取り ます。

–t@directory 作業フ ァ イル名から派生された名前を持ち、
directory にある フ ァ イルから作業フ ァ イル
のコ メ ン ト を読み取り ます。

–u –u[revision_number | version_label | 
promo_group]

リ ビジ ョ ン番号またはバージ ョ ンラベルによ り リ
ビジ ョ ンのロ ッ ク を解除し ます。

–u:[user |*] user によ って実行されたすべてのロ ッ ク を解除
し ます。

–v –vversion_label 指定されたアーカ イブの ト ラ ン クチ ッ プ リ ビジ ョ
ンにバージ ョ ンラベルを割り当てます。

–vversion_label:[revision_number | 
version_label | promotion_group]

revision_number または version_label 
に関連付けられた リ ビジ ョ ンに 
version_label を割り当てます。

-vnew_version_label::old_version_label old_version_label を 
new_version_label に置換し ます。

–vversion_label:delete version_label を削除し ます。

–vfloating_label:revision_number* floating_label を revision_number 
に割り当てます。

–vfloating_label:version_label* floating_label を version_label に
割り当てます。

–vversion_label:* version_label を浮動ラベルに変換し ます。

オプシ ョ ン 使用する構文 用途
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VDEL コマン ド

vdel [option...] file_name...

–w –wworkfile_name archive_name アーカ イブに保存した作業フ ァ イル名を変更し ま
す。

–xcolumnmask –xcolumnmask="start_end 
[(numeric)]..."

変更情報の生成時に無視する列を指定し ます。

–xe –xefile_name file_name にエラーメ ッ セージを リ ダイレ ク
ト し ます。

–xo –xofile_name 標準出力を file_name にリ ダイレ ク ト し ま
す。

–xo+e –xo+efile_name 標準出力と エラーメ ッ セージを file_name に
リ ダイ レ ク ト し ます。

–xrecordlength –xrecordlength=record_length 作業フ ァ イルのレ コー ド長を変更し ます。

–xrenumber –xrenumber "start–end [from start by 
number]"

作業フ ァ イルのチ ェ ッ クアウ ト 時に番号を付け直
す列の範囲を変更し ます。

–xrenumber=cobol COBOL フ ァ イルで作業フ ァ イルのチ ェ ッ クアウ
ト 時に番号を付け直す列の範囲を変更し ます。

–y すべてのプロンプ ト に対し て、 自動的に yes で応
答し ます。

オプシ ョ ン 使用する構文 用途

オプシ ョ ン 使用する構文 用途

@ @[list_file] 追加コマン ド ラ インオプシ ョ ン用に list_file を読み込
みます。

–# –#code 診断機能を選択し ます。 code の可能性のある値は以下のと
おり です。

1 コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルの各行を、 処理する と きに
表示し ます。

2 内部エラーを表示し ます。

4 版権とバージ ョ ンの表示 / 非表示を切り替えます。

500 アーカ イブの所有者、 アクセス情報、 ユーザ ID、 権限を
表示し ます。

–c –c[– | configuration_file | 
directory_name]

代替コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルのフ ァ イル名または場所を
指定し ます。

–h コマン ド ラ インオプシ ョ ンのヘルプを表示し ます。

–q サイレン ト モー ド を選択し、 リ ビジ ョ ンを削除する権限を提供
し ます。

–qo サイレン ト モー ド を選択し ます。

–r –r[revision_number | range][+] 範囲で開始される リ ビジ ョ ンの範囲とすべてのブランチを削除
し ます。

–s –ssuffix_template 代替拡張子テンプレー ト を指定し ます。

–v –vversion_label | version_range[+] 範囲で開始されるバージ ョ ンの範囲とすべてのブランチを削除
し ます。
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VDIFF コマン ド

vdiff [option...] reference_file target_file

–xe –xefile_name file_name にエラーメ ッ セージを リ ダイレ ク ト し ます。

–xo –xofile_name 標準出力を file_name に リ ダイレ ク ト し ます。

–xo+e –xo+efile_name 標準出力と エラーメ ッ セージを file_name に リ ダイレ ク ト
し ます。

–y リ ビジ ョ ンを削除する権限を事前に提供し ます。

オプシ ョ ン 使用する構文 用途

オプシ ョ ン 使用する構文 用途

@ @[list_file] 追加コマン ド ラ インオプシ ョ ン用に list_file を読
み込みます。

–# –#code 診断機能を選択し ます。 code の可能性のある値は以下
のとおり です。

1 コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルの各行を、処理する と
きに表示し ます。

2 内部エラーを表示し ます。

4 版権とバージ ョ ンの表示 / 非表示を切り替えます。

500 アーカ イブの所有者、 アクセス情報、 ユーザ ID、
権限を表示し ます。

–a すべての相違を表示し ます。

–b 先行または後続の空白を無視し ます。

–c –c[– | configuration_file | 
directory_name]

代替コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルの file_name また
は場所を指定し ます。

–d Verson Manager 形式でデルタ フ ァ イルを生成し ます。

–d@delta_configuration_file delta_configuration_file パラ メ ータ で指定
されたデルタ コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを使用し ま
す。

–dl CA-LIBRARIAN 形式でデルタ フ ァ イルを生成し ます。

–dp CA-PANVALET 形式でデルタ フ ァ イルを生成し ます。

–ds Verson Manager 形式でデルタ フ ァ イルを生成し ます。

–e –e[0] タ ブの展開を抑止し ます。

–enumber タ ブ展開で タ ブス ト ッ プ間のカ ラム数を指定し ます。

–h コマン ド ラ インオプシ ョ ンのヘルプを表示し ます。

–l –lnumber コ ンテキス ト 行の数を指定し ます。

–n VDIFF レポー ト から行番号を排除し ます。

–q サイレン ト モー ド を選択し、 既存の作業フ ァ イルを上書
きする権限を提供し ます。

–r –r[revision_number] 比較する リ ビジ ョ ンを選択し ます。

–s –ssuffix_template 代替拡張子テンプレー ト を指定し ます。

–t テス ト モー ド を選択し ます。
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バージ ョ ン範囲の指定
バージ ョ ン範囲の指定

VJOURNAL コマン ド

vjournal [option...] [journal_file...]

–v –vversion_label 比較するバージ ョ ンを選択し ます。

–xcolumnmask –xcolumnmask="start–
end[(numeric)]..."

変更情報の生成時に無視する列を指定し ます。

–xe –xefile_name file_name にエラーメ ッ セージを リ ダイレ ク ト し ま
す。

–xo –xofile_name file_name に相違情報を リ ダイレ ク ト し ます。

–xo+e –xo+efile_name 標準出力と エラーメ ッ セージを file_name に リ ダイ
レ ク ト し ます。

–xrecordlength –xrecordlength=record_length 作業フ ァ イルのレ コー ド長を変更し ます。

使用する構文 選択する範囲

*バージ ョ ン このブランチ上の、 このバージ ョ ン とそれまでのすべてのバージ ョ ン。

version* 同じ ブランチ上の、 指定したバージ ョ ン とそれに続 く すべてのバージ ョ ン。

ver*ver 同じ ブランチ上の、 指定した範囲内のすべてのリ ビジ ョ ン （両端のリ ビジ ョ ンを含む）。

オプシ ョ ン 使用する構文 用途

オプシ ョ ン 使用する構文 用途

@ @[list_file] 追加コマン ド ラ インオプシ ョ ン用に list_file を
読み込みます。

–# –#code 診断機能を選択し ます。 code の可能性のある値は以
下のとおり です。

1 コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルの各行を、
処理する と きに表示し ます。

2 内部エラーを表示し ます。
4 版権とバージ ョ ンの表示 / 非表示を切り替えます。
500 アーカ イブの所有者、 アクセス情報、 ユーザ ID、
権限を表示し ます。

–c –c[– | configuration_file | 
directory_name]

代替コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルのフ ァ イル名また
は場所を指定し ます。

–d –ddate_range 日付または時間範囲のジャーナルエン ト リ を表示し ま
す。

–h コマン ド ラ インオプシ ョ ンのヘルプを表示し ます。

–l –larchive[,archive...] アーカ イブのコ ンマ区切り リ ス ト でジャーナルエン ト
リ を表示し ます。

–o –ocommand[,command...] 指定したコマン ドのジャーナルエン ト リ を表示し ます。

–u –uuser_id[,user_id...] 指定したユーザ ID のジャーナルエン ト リ を表示し ま
す。
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VLOG コマン ド

vlog [option...] [file_name...]

–xe –xefile_name file_name にエラーメ ッ セージを リ ダイ レ ク ト し
ます。

–xl –xl[user_id[,user_id...] 指定したユーザ ID によ って現在ロ ッ ク されている リ
ビジ ョ ンを表示し ます。

–xo –xofile_name 標準出力を file_name にリ ダイレ ク ト し ます。

–xo+e –xo+efile_name 標準出力と エラーメ ッ セージを file_name にリ ダ
イレ ク ト し ます。

オプシ ョ ン 使用する構文 用途

オプシ ョ ン 使用する構文 用途

@ @[list_file] 追加コマン ド ラ インオプシ ョ ン用に list_file 
を読み込みます。

–# –#code 診断機能を選択し ます。 code の可能性のある値は
以下のとおり です。

1 コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルの各行を、
処理する と きに表示し ます。

2 内部エラーを表示し ます。
4 版権とバージ ョ ンの表示 / 非表示を切り替えます。
500 アーカ イブの所有者、 アクセス情報、 ユーザ 
ID、 権限を表示し ます。

–a –auser_id[,user_id...] 特定のユーザによ って保存された リ ビジ ョ ンを表示し
ます。

–b アーカ イブ情報を表示し ます。 リ ビジ ョ ン情報は表示
し ません。

–bc –bcrevision_number | version_label | 
promo_group

revision_number または version_label 
と同じ ではないチ ッ プ リ ビジ ョ ンを含むアーカ イブを
表示し ます。

–bg –bgpromotion_group 指定したプロモーシ ョ ングループに関連付けられてい
る リ ビジ ョ ンを表示し ます。

–bl –bl[user_id[,user_id...]] user_id によ って現在ロ ッ ク されている リ ビジ ョ ン
のアーカ イブ名、 ロ ッ ク したユーザの ID、 ロ ッ ク さ
れている リ ビジ ョ ン、 チ ェ ッ ク イン リ ビジ ョ ン番号を
表示し ます。

–bn –bn[branch] branch にある 新のリ ビジ ョ ンを表示し ます。

–br –br[revision_number | revision_range | 
branch]

指定した リ ビジ ョ ン、 リ ビジ ョ ンの範囲、 またはブラ
ンチ リ ビジ ョ ンの情報を表示し ます。

–brversion_label | version_range 指定した リ ビジ ョ ン、 リ ビジ ョ ンの範囲、 またはブラ
ンチ リ ビジ ョ ンの情報を表示し ます。

–bv –bv[version_label] version_label に対応する リ ビジ ョ ン番号を表
示し ます。

–c –c[– | configuration_file | 
directory_name]

代替コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルのフ ァ イル名また
は場所を指定し ます。
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vmrg [option...] parent_rev branch_point1 branch_point2

–d –ddate_range date_range 内でチ ェ ッ ク イン された リ ビジ ョ ン
を表示し ます。

–g –gpromotion_group promotion_group に関連付けられている リ ビ
ジ ョ ンを表示し ます。

–h コマン ド ラ インオプシ ョ ンのヘルプを表示し ます。

–i インデン ト をオフにし ます。

–l –l[user_id[,user_id...]] 指定したユーザによ ってロ ッ ク されたアーカ イブの情
報を表示し ます。

–o –ouser_id[,user_id...] 指定した所有者を持つアーカ イブの情報を表示し ま
す。

–q サイレン ト モー ド を選択し ます。

–r –r[revision_number | range] リ ビジ ョ ンまたはリ ビジ ョ ンの範囲に関する情報を表
示し ます。

–s –ssuffix_template 代替拡張子テンプレー ト を指定し ます。

–u 現在のユーザ ID および ID ソースを表示し ます。

–v –vversion_label | version_range [+] 指定したバージ ョ ンに関連付けられたアーカ イブの情
報を表示し ます。

–xe –xefile_name file_name にエラーメ ッ セージを リ ダイレ ク ト し
ます。

–xo –xofile_name 標準出力を file_name に リ ダイレ ク ト し ます。

–xo+e –xo+efile_name 標準出力と エラーメ ッ セージを file_name に リ ダ
イレ ク ト し ます。

オプシ ョ ン 使用する構文 用途

オプシ ョ ン 使用する構文 用途

@ @[list_file] 追加コマン ド ラ インオプシ ョ ン用に list_file を読み込みます。

–# –#code 診断機能を選択し ます。 code の可能性のある値は以下のとおり です。

1 コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルの各行を、
処理する と きに表示し ます。

2 内部エラーを表示し ます。
4 版権とバージ ョ ンの表示 / 非表示を切り替えます。
500  アーカ イブの所有者、 アクセス情報、 ユーザ ID、 権限を表示し
ます。

–a 自動マージに BaseVersion および BranchVersion デ ィ レ クテ ィ ブを
使用し ます。

–c –c[– | 
configuration_file | 
directory_name]

代替コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルのフ ァ イル名または場所を指定し ま
す。

–g –gpromotion_group 特定の製造グループに関連付けられたリ ビジ ョ ンを指定し ます。

–h コマン ド ラ インオプシ ョ ンのヘルプを表示し ます。

–m 複数の作業フ ァ イルまたはアーカ イブをマージ し ます。
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vpromote [option...] file_name...

VSPLIT コマン ド

vsplit [option...] path...

–n すべてのプロンプ ト に対し て、 自動的に no で応答し ます。

–o –o[file_name] マージしたフ ァ イルを file_name または標準出力にリ ダイレ ク ト し
ます。

–r –r[revision_number] リ ビジ ョ ンを指定し ます。

–s –ssuffix_template 代替拡張子テンプレー ト を指定し ます。

–v –v[version_label] バージ ョ ンを指定し ます。

–xe –xefile_name file_name にエラー メ ッ セージを リ ダイレ ク ト し ます。

–xo –xofile_name 標準出力を file_name にリ ダイレ ク ト し ます。

–xo+e –xo+efile_name 標準出力と エラー メ ッ セージを file_name にリ ダイレ ク ト し ます。

–y すべてのプロンプ ト に対し て、 自動的に yes で応答し ます。

オプシ ョ ン 使用する構文 用途

オプシ ョ ン 使用する構文 用途

@ @[list_file] 追加コマン ド ラ インオプシ ョ ン用に list_file を読み込みます。

–# –#code 診断機能を選択し ます。 code の可能性のある値は以下のとおり です。

1 コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルの各行を、
処理する と きに表示し ます。

2 内部エラーを表示し ます。
4 版権とバージ ョ ンの表示 / 非表示を切り替えます。
500 アーカ イブの所有者、 アクセス情報、 ユーザ ID、 権限を表示し ま
す。

–c –c[– | configuration_file 
| directory_name]

代替コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルのフ ァ イル名または場所を指定し ま
す。

–g –gpromote_from_group プロモー ト するプロモーシ ョ ングループを指定し ます。

–h コマン ド ラ インオプシ ョ ンのヘルプを表示し ます。

注   このコマン ドは、 Version Manager File Server でのみ使用されます。 詳細については、
『Serena ChangeMan Version Manager コマン ド ラ イン リ フ ァ レンスガイ ド』 を参照し て く だ さい。

オプシ ョ ン 使用する構文 用途

@ @[list_file] 追加コマン ド ラ インオプシ ョ ン用に list_file を読み込みます。

–h コマン ド ラ インオプシ ョ ンのヘルプを表示し ます。

–l アーカ イブを一覧表示し ますが、 分割は行いません。
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vsql [option...] file_name...

–r 再帰的な動作 （デ ィ レ ク ト リパスに適用）。

–u アーカ イブの分割を解除し、 非圧縮アーカ イブ形式に戻し ます。

–v 詳細モー ド を指定し ます。

–xe –xefile_name file_name にエラー メ ッ セージを リ ダイレ ク ト し ます。

–xo –xofile_name 標準出力を file_name にリ ダイレ ク ト し ます。

オプシ ョ ン 使用する構文 用途

オプシ ョ ン 使用する構文 用途

@ @[list_file] 追加コマン ド ラ インオプシ ョ ン用に list_file を読み込みます。

–# –#code 診断機能を選択し ます。 code の可能性のある値は以下のとおり で
す。

1 コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルの各行を、
処理する と きに表示し ます。

2 内部エラーを表示し ます。
4 版権とバージ ョ ンの表示 / 非表示を切り替えます。
500 アーカ イブの所有者、 アクセス情報、 ユーザ ID、 権限を表示
し ます。

–c –c[– | configuration_file | 
directory_name]

代替コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルのフ ァ イル名または場所を指定
し ます。

–di –diinteger INTEGER カ ラムタ イプの定義に対し て代替を指定し ます。

–dl –dl[file_name] テーブルと ビ ューを作成するために、 SQL コマン ド を含むフ ァ イル
を生成し ます。

–dt –dttimestamp Timestamp カ ラムタ イプの定義に対し て代替定義を指定し ます。

–dv –dvvarchar_def 長精度型変数文字カ ラムタ イプの定義に対し て代替定義を指定し ま
す。

–e –e[character] 埋め込んだ区切り文字の代わりに使用される文字を指定し ます。

–ft –fttime_format タ イムス タ ンプフ ィ ールドの代替形式を指定し ます。

–g –g[character] フ ィ ールドの区切り文字を指定し ます。

–h コマン ド ラ インオプシ ョ ンのヘルプを表示し ます。

–i –i[character] 埋め込んだフ ィ ールドの区切り文字の代わりに使用される文字を指
定し ます。

–j –j[character] 行継続文字を指定し ます。

–k –knumber 出力コマン ド フ ァ イルの 大行長を指定し ます。

–l –l[character] 埋め込んだ行継続文字の代わりに使用される文字を指定し ます。

–mh –mhfile_name 初のレ コー ド と し てカ ラム名を持つ CSV 形式フ ァ イルのセ ッ ト を
生成し ます。

–ml –ml[file_name] SQL DML 形式の Insert 文を生成し ます。

–mv –mvfile_name CSV 形式でフ ァ イルを生成し ます。

–n –n[character] 埋め込んだ改行文字の代わりに使用される文字を指定し ます。
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vtransfer [option...] archivePath [secondaryPath]

–o –o[character] 文字列区切り文字を指定し ます。

–q サイレン ト モー ド を選択し ます。

–r DDL コマン ド ラ インで SQL DROP 文を生成し ます （-dL を使用）。

–s –ssuffix_template 代替拡張子テンプレー ト を指定し ます。

–t –t[character] SQL 文の終了文字を指定し ます。

–u ア ッ プデー ト 文を生成し ます。

–xe –xefile_name file_name にエラーメ ッ セージを リ ダイレ ク ト し ます。

–xo –xofile_name 標準出力を file_name に リ ダイレ ク ト し ます。

–xo+e –xo+efile_name 標準出力と エラーメ ッ セージを file_name に リ ダイレ ク ト し ま
す。

注   このコマン ドは、 Version Manager File Server でのみ使用されます。 詳細については、
『Serena ChangeMan Version Manager コマン ド ラ イン リ フ ァ レンスガイ ド』 を参照し て く だ さい。

オプシ ョ ン 使用する構文 用途

オプシ ョ ン 使用する構文 用途

@ @[list_file] 追加コマン ド ラ インオプシ ョ ン用に list_file を読み込みます。

–d すべてのリ ビジ ョ ンおよびメ タデータ を含み、 archivePath で指定された
アーカ イブを削除し ます。

–h コマン ド ラ インオプシ ョ ンのヘルプを表示し ます。

–f メ タデータ内の指定した場所にリ ビジ ョ ンを移動する こ とによ って、 メ タ
データ と リ ビジ ョ ンデータ間のリ レーシ ョ ンを修正し ます。

–i secondaryPath で指定した zip フ ァ イルから、 archivePath で
指定したアーカ イブの場所まで、 アーカ イブ とそのリ ビジ ョ ンをインポー
ト し ます。

–m -x と と もに使用し、 メ タデータ内の指定した場所から リ ビジ ョ ンをエク
スポー ト し ます。

–r secondaryPath で指定した名前にアーカ イブ名またはアーカ イブの
デ ィ レ ク ト リ名を変更、 あるいは、 こ こで指定した場所にアーカ イブまた
はアーカ イブのデ ィ レ ク ト リ を移動し ます。 archivePath がアーカ イ
ブではな く デ ィ レ ク ト リ を指定し ている場合、 この操作は再帰的です。

–x archivePath で指定したアーカ イブのメ タデータ と リ ビジ ョ ンデータ
をエクスポー ト し、 secondaryPath で指定した 1 つの *.zip フ ァ イ
ルに書き込みます。 リ ビジ ョ ンは、 archivePathによ って表される場
所からエクスポー ト されます。

メ タデータ内の指定した場所から リ ビジ ョ ンをエクスポー ト するには、-m 
オプシ ョ ンを併用し ます。

–xe –xefile_name file_name にエラーメ ッ セージを リ ダイレ ク ト し ます。

–xo –xofile_name 標準出力を file_name にリ ダイ レ ク ト し ます。
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